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Ⅰ はじめに 

文部科学省による、「教育の情報化ビジョ
ン」では、「子どもたちの学力については、読
解力に関して必要な情報を見つけ出し取り出
すことは得意だが、それらの情報の関係性を
理解して解釈したり、自らの知識や経験と結
びつけたりすることが苦手である」ことが述
べられている。またそれを踏まえ、今後の在
り方や必要とされる教育内容及び指導方法に
ついて検証の必要性を示している。 

本市では、「さがみはら教育」154 号で情
報活用の実践力に関し、情報の収集、分析・
整理、発信のぞれぞれの過程について実態調
査を行った。その結果、子ども自身が分析・
整理をあまり行っていないこと、教師が情報
活用における助言の仕方に指導の難しさを感
じていること等が課題として明らかとなった。 
Ⅱ 研究目的 

教育の情報化ビジョンでは、情報活用能力
を「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」
「情報社会に参画する態度」の 3 領域と定義
づけている。本研究では、「情報活用の実践
力」を育成する過程を分析し、その過程ごと

の能力を高めていきたい。それにより、「情報
の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」
を含めた「情報活用能力」を高めることに繋
がると考える。そのため、確かな授業実践に
基づく教科等における教育内容や指導方法に
ついて検証を行い、様々な情報を積極的に活
用できる子どもたちを育てていくことを目指
していきたい。 

Ⅲ 研究方法 
1.研究を進めるにあたって 

 「さがみはら教育」154 号での実態調査結
果から、問題点の把握 

2.情報に関わる知識や技能の整理 

 全教科の全教科書から、情報に関わる知識
や技能に関する内容を整理 

3.情報活用標準スキル表の作成 

 課題、収集、吟味、表現の４過程について
の学年別スキルモデルを作成 

4.情報活用ハンドブックの作成 

 9 学年分のハンドブックを作成 

5.情報活用型指導案の作成 

 各過程の視点を加えた指導案を作成 

6.情報活用型授業の実践 

 21世紀は、新しい知識・情報・技術が様々な領域で活動の基盤として重要性を増す、知識基
盤社会の時代と言われている。その中を生き抜く子どもたちには、手に入れた情報を使うだけ
ではなく、その情報自体が課題に適しているのかを考え、比較、検討するなど、情報の吟味を
行い、それを自らの言葉で表現することのできる情報活用の実践力が求められる。 
本研究では、教科等で習得する情報に関わる知識や技能を整理し、情報を活用する過程におけ
る教育内容及び指導方法を明らかにする。そして、子どもたちが情報を活用する授業を実践す
ることを通して、「情報活用能力」をどのように育成していくべきかについて考察していく。
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 授業のねらいを達成するための情報活用
の検証及び、子どもたちの変容を観察 

Ⅳ 研究内容 
1. 研究を進めるにあたって 

 「さがみはら教育」154 号は「情報活用能
力の実践力を育む」をテーマに刊行した。そ
の中で、教師と子どもが情報をどう捉え、活
用しているかを調査した。調査にあたり、学
習指導要領にある「情報活用の実践力」に含
まれる様々な能力の中、本研究では、情報の
集め方、まとめ方、伝え方が適切にできなけ
ればいけないと考え（「さがみはら教育」同
号特集１より）、「収集、分析・整理、発信」
の 3 過程を中心に実態把握を行い、その結果
から各過程の問題点が明らかとなった。 

「収集」では、教師の指導計画や方法の工
夫、子どもたちが意欲的に取り組めるような
情報収集の選択肢を増やす必要のあることが
わかった。 

「分析・整理」では、教科・領域等すべて
を通して、どの学年のどの単元で「分析・整
理」する力を育成していくのかを位置づける
必要があることがわかった。また「収集」と
「分析・整理」の調査結果を比較すると、「分
析・整理」が積極的に行われていないことも
明らかになった。文部科学省では、情報活用
能力 WG（ワーキンググループ）の検討のま
とめ（平成 23 年）より、特に情報化が進む
社会においては、単に情報を収集・整理する
だけでなく、情報を主体的・批判的に「吟味」
する能力が求められていると指摘している。
以上のことから、情報を「分析・整理」した
ものについて、「課題」と照らし合わせて検討
する能力を育んでいく必要があると考える。 

「発信」では、「自分の考えを自分の言葉
で伝える」ことができるとした、子どもと教
師との大きな差がみられた。この認識のずれ
は、子どもの「発信」する力に対して、より
高い目標を教師が求めているように思われる。
子どもたち自身が、自分の言葉でわかりやすく

表現することを通して、自分の言葉に価値づけ
ができるような指導を行っていく必要がある。 

これらの調査結果に加え、授業実践者から
は、日々の授業を行っていく中で、情報の収
集の前段階である「課題」を自ら見いだすこ
とこそが、子どもたちのやる気に火を付ける
との意見が共通の認識として挙げられた。 

以上のことから、子どもたち自身が「課題」
をもち、主体的に「収集」し、単に分析・整
理するだけでなく、情報をより深く「吟味」
することが必要である。そして、分かりやす
く自分の言葉で「表現」することを通して、
「情報活用の実践力」を高めていくことに繋
がるものと考える。そしてその能力が高まる
ことで、「情報の科学的な理解」と「情報社
会に参画する態度」にも繋がり、3 領域を含
めた「情報活用能力」の育成が図られること
を期待している。そのため、本研究では、「課
題、収集、吟味、表現」の 4 過程を詳細に分
析し、今後の指導のあり方を、授業を通して
考察することにした。 

2.情報に関わる知識や技能の整理 
 前項の問題点の中に、学年ごとに求められ
る「分析・整理」の力について整理する必要
性が挙げられている。しかし、この必要性に
ついては、「分析・整理」に限らず、どの過程
においても大切なものであると考える。そこ
で本研究では、各学年でどのような知識や技
能が習得されているのかを明確にし、それら
をどのように活用していくかを知るために、
全学年全教科の教科書を調査した。その調査
から、情報に関わる知識や技能に関する内容
を抽出・整理し、全教科過程別基準リストを
作成することにした。 

 

 

 

 

 

 

例 小学校 3 年生 

算数「ぼうグラフと表」 

    ↓ 

収集「雑多な情報をグラフで整理する」 
・算数で学習した棒グラフを活用して、

収集した情報を視覚的に整理する。 
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3.情報活用標準スキル表の作成 
 情報に関わる知識や技能に関する内容を学
年ごとに整理した、全教科過程別基準リスト
を基に、「課題、収集、吟味、表現」の 4 過
程について、小中学校 9 学年分の能力一覧表
を作成した（情報活用標準スキル表 表 1）。 

また、この一覧表に合わせ、ICT 機器の活
用を図っていくための能力一覧についても基
準リスト作成と同様の方法で、抽出・調査を
行い、学年毎に作成した。 

基準リストにあるこれらの能力は、当該学
年のみで行うべきものではなく、何度も繰り
返し活用を図っていくことが求められる。そ
のため、通し番号入りのシート状にすること
にした。それにより、普段の問題解決型学習
の授業において活用を図り、系統的に子ども
たちを「情報」に向き合わせていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.情報活用ハンドブックの作成 
 情報活用標準スキル表を基に、4 過程につ
いて全学年分のハンドブック（情報活用ハン
ドブック 図 1）を作成した。スキル表に書
かれたそれぞれの過程の進め方や事例等にイ
ラストを交え、分かりやすく記載することで、
誰でも使えるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.情報活用型指導案の作成 
本指導案（表 2）では、教科のねらいや単

元目標を達成するために、情報をどう活かす
かという項目を設け、常に情報活用能力を意
識できるようにした。また、単元指導計画で
は「情報活用標準スキル表」の通し番号を記
載し、各時間で当該学年だけでなく、4 過程
のどの内容が関連するのかを記載できるよう
にした。さらに本時の展開では、授業全体で
はなく、情報活用のポイントを特に絞って記
載できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 情報活用標準スキル表 ICT 活用標準スキル表 

図 1 情報活用ハンドブック 例 小学校 5 年 吟味 

表 2 情報活用型指導案 例 小学校 6 年特別活動 
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6.情報活用型授業の実践 
 単元及び授業のねらいを達成するために、
各過程がどのように活かされてきたかについ
て授業実践全体を通して検証する。その中で、
これまで、情報活用を意識していなかった教
師と子どもの意識がどのように変容し、情報
活用能力が身についたのかについて考察する。 
（1）「課題」 

課題とは、願いや疑問、諸問題に対して、
子どもが自ら解決したいという意思を伴って
設定されたものであると考える。問題解決を
していく上で大切なことは、課題をつくる過
程を通して解決までの見通しをもつことであ
る。よって、適切に課題設定をすることこそ
が、問題解決の糸口となると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業実践 

 

 

②単元目標 

 麻溝小をよりよくするために自ら問題点を
探し、活動を通して問題解決をしようとする。 
③授業設定の理由 

最高学年になった子どもは、児童会活動や
クラブ活動、行事などの様々な場面でリーダ
ーとして活躍したいという意欲をもち、自分
たちの学校をより良くしていきたいと願って
いた。そこで、どのような取り組みを行えば、
自分たちの理想とする学校に近づくのかを考
えさせ、活動として具体化していくために、
本単元を設定した。 

まず子どもには、学校の現状について調査
し、問題点に気づかせることで「この問題を
改善したい」「こんな学校になってほしい」と
いう願いをもたせ、目的意識をもって継続し
て活動できるよう配慮した。 

このように、自分たちで集めた学校の現状
について、整理や取捨選択をしながら友だち
と考えを出し合い、話し合うことで、自分の
「課題」を見いだすことができるようにした。 

そして、子ども一人ひとりが「課題」をも
つことで、単元を通して具体的な解決の見通
しをもって活動ができるようにした。 

④子どもにつけたいスキル（表 1スキル表 8-(1)） 
子どもたちが疑問や願いをもち、これまで

培ってきた情報活用能力を活用することで、
自分自身の課題をつくっていけるようにする。 
⑤本時の学習内容 

 事前に調べたことを整理して課題をつくる。 
本時の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 単元構成イメージ図 

小学校 6 年生 『特別活動』  

よりよい麻溝小をつくろう 
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⑥授業の様子 

収集した情報の整理（吟味） 

 子どもが事前に調査した問題点などを付箋
に記入（情報の整理 図 4）し、小グループ
で話し合いを行った。 

「これはあいさつ関係だ」「これは廊下に関
することだね」「注意しても聞いてくれない
ことも問題だよね」などの意見を出しながら
付箋を整理した。初めのうちは行動面に意識
が向いていたが、次第に「どんな注意をした
ら良いだろう」と自分たちの関わり方にも意
識が向くようになり、自分の「課題」をつく
ることに繋がる発言が生まれてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題の絞り込み（課題） 

 整理した自分たちの意見をもとにして、こ
れからどんなこと
に取り組んでいく
のか、ワークシー
ト（図 5）を活用
して話し合った。
ワークシートには
理由を書く欄を加
え、なぜそのこと
が必要であるのか、
根拠を明らかにし
ながら話し合うこ
とができた。 

 

 

情報の共有～「表現」へ 

 グループで話し合った意見を、全体で共有
するために、タブレット PC を活用した。子
どもが整理した付箋を大型 TV に映しながら
発表することで、他の班の考えを詳しく知る
ことができた。また、自分の発表のみに集中
してしまうことなく、自分の班と比べながら、
他者の発表を聞くことができた。 

⑦成果と課題 

今回の実践を通して、願いや疑問、諸問題
から「課題」をつくり、その「課題」を自分
のこととして捉えることで、解決までの見通
しをもった活動になることがわかった。 

本単元終了後も、子どもたちはボランティ
アで廊下歩行を呼びかけたり、児童会活動で
行っている「あいさつ活動」にも積極的に参
加したりするようになった。また、これらの
活動を友達や下級生を誘って取り組むように
なり、学校をよりよくしようという意識が行
動に表れるようになった。本単元での子ども
たちは、問題点に気づき、整理しながら、仲
間と話し合い、解決したいと思える「課題」
をつくってきた。その経験が、自分が学校を
牽引する一人であるという意識に繋がり、長
期間積極的に取り組み続けることができたの
ではないかと考える。 

「課題」をつくる過程では、テーマに関わ
る情報を「収集」し、その情報をよく「吟味」
する。そして自分の考えを「表現」すること
で情報が共有化され、自分の考えを再構築し
た「課題」がつくられていく。そうすること
で、その「課題」には、解決したいという、
自分たちの目指す姿が思い描かれていくよう
になると考える。そのため、「課題」づくり
の過程でも、他の過程の活動を加え、子ども
たちの活動の視点を明確にしていくことが求
められる。 

子どもたちが、自分の目指す姿を思い描き、
思考を重ね続けていくための「課題」をつく
ることが大切である。 

図 4 情報の整理（模造紙） 

図 5  ワークシート
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（2）「収集」 

収集とは、課題に応じて適切な情報を集め
るための方法を選択し、必要な情報を集める
ことである。様々な情報の中から、課題と照
らし合わせながら収集する活動を積み重ねる
ことで「必要な情報」を精選する力がつくと
考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業実践 

 

 

 

②単元目標 

討論会の話題に沿って、話し手の意図をと
らえながら聞き、自分の意見と比べるなどし
て考えをまとめる。 

③授業設定の理由 

本学級は、自分がその時々に思いついたこ
とを発言する子どもが多く、話の論点にずれ
が生じてしまいがちである。そのため本単元
では、討論会を設定し、自分の意見を論じる
場を通して、子ども一人ひとりが、自分の考
えをもち、論点に合わせた意見を話すことが
できることを目指した。そのためには、自分
の考えを確かにし、説得力をもたせるための
情報を「収集」することが必要である。 

そこで本単元では、討論会を通して、テー
マに沿った問題について相手を納得させるこ
とを自分（グループ）の「課題」として、情
報を「収集」することにした。グループでの
活動とすることで複数人が同じテーマに沿っ

て情報を集めることができ、得られる情報が
増えると同時に、テーマに対して適切な情報
なのかどうか精選する時間も増え、より深い
「吟味」に繋げることをねらって設定した。 

④子どもにつけたいスキル（表 1スキル表 4-(2)） 
テーマに沿って収集した情報を「誰に」「何

を」伝えるかを意識することで、集めたたく
さんの情報を比較し、必要な情報を選ぶこと
ができるようにする。 

⑤本時の学習内容 
 相手を納得させるために、グループで集め
た情報を視点別にまとめる。 

本時の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 単元構成イメージ図 

小学校 6 年生 『国語』  

学級討論会をしよう 
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⑥授業の様子 

「課題」に沿った情報のみの「収集」 

本単元では、討論会を行うために、テーマ
に沿った情報をグループで集める（図 7）こ
とにした。まず個人で
は、討論テーマに関係
あることを数多く集め
ていった。文章の丸写
しをせず、必要な箇
所を拾い出す姿がよ
くみられた。次にグループで共有する場面を
設定した。新たな発見をした子どもが、友達
に説明することで、認識が深まる様子がみら
れただけでなく、持ち寄った情報が同じにな
り、自分の得た情報に安心感を抱き、自信に
繋がった姿もみられた。さらには、「もっと
調べないと本当かわからない」と、複数の情
報を比較し、より正しいものを選ぼうとする
姿もみられた。どんな情報が、相手を納得さ
せられるのかという、明確な「課題」設定に
より、子どもたちの「収集」を充実させるこ
とができた。  

『調べカード』から「吟味」へ 
本単元では数多くの情報から、討論テーマ

に合わせた情報を探していくことが必要とさ
れた。そのため｢調べカード｣（図 8）を活用
し、よりよい情報の｢収集｣になるようにした。
調べカードの使用方法として、以下の項目を
あげた。 
①関係のある情報を数多く収集（1 枚１項目） 
②ファイルに分類（日付順、内容ごと） 

③必要な情報を取り出し 

④信憑性の再確認 

カードは、1 枚で 1 項目についてまとめる
ため、内容が簡潔
になり、複数を見
比べたり、同じも
のをまとめたりす
るなど、思考の整
理に役立っていた。

また、グループで共有する場面でも活用し、読
み合わせを行うことで、取捨選択している姿も
みられ、その後に繋がるものとなっていた。 

⑦成果と課題 

一つの「課題」に対して、必要な情報は一
つではない。そのため情報の「収集」は、必
要な情報だけを集めるのではなく、「関係の
あるもの」も集め、分類するという段階を経
ることが必要である。本単元では、その分類
を行うために、討論テーマに沿って他者を納
得させるという「課題」に沿った情報の「収
集」を行った。意見の裏付けのための資料集
めではなく、討論の相手を意識した「収集」
が行われ、子どもたち自身で進んで話し合う
という姿から、「課題」をもって取り組む大
切さがわかった。 

また進んで話し合うという点では、調べカ
ードも有効であった。振り返りがしやすく、
子どもたちの思考の整理ができ、「収集」後
の過程、つまり「吟味」に繋がっていったと
思われる。何回も話し合い「吟味」していき
ながら、不必要と判断した情報を調べなおし
たり、振り返ったりする姿がみられた。情報
を「収集」するためには、「吟味」が必要で
あることも明らかになった。 

しかし、学校での調べ学習だけでは、集ま
る情報の数に限度があり、グループなど複数
人で「収集」する場合は、情報が煩雑になる
恐れがある。そのため、日頃の生活でも、「課
題」を意識した幅広い情報を集めておくこと
が求められる。 

また、持ち寄った情報が同じ場合、集団で
の「収集」が自信に繋がるようになるが、正
しい情報だと鵜吞みにせず、きちんと信憑性
について確認しようとする姿勢がほしい。情
報の信憑性については、子どもが判断するこ
とが難しく、本単元でも確認を怠った子ども
がみられた。何を基準に正しい情報とするの
かについても、教師側が提示しておく必要が
あると考える。 

図 8   調べカード 

図 7 グループの「収集」
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（3）「吟味」 

吟味とは、収集した情報を､分析・整理した
ものについて、課題と照らし合わせながら検
討することである。集めた情報を整理するた
めに、様々な方法でそれぞれの情報を分類、
比較していくことで、必要性の有無や順序を
決めることができ、情報について考えていく
力になると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業実践 

 

 

 

②単元目標 

 地区の様々な施設や設備について調べるこ
とを通して、地域を大切にする心情や地域に
関わる視点を見つけようとする。 

③授業設定の理由 

本校の 3 年生は、昨年度に行った地区探検
での経験から、さらに地域の詳細に目を向け、
「地区の宝物を探そう」と、地区にある施設
などのよさについて調べることにした。自分
たちが調べたい施設を決め、「何について調
べるか」「どうやって伝えていくか」など、
子どもたち同士で考え、わかりやすく伝える
ことができるような配慮を行い、活動を取り
組んでいかなければならないと考える。 

 そこで本単元では、地域の良さを 2 年生に
よりわかりやすく伝えるという問題解決的な
学習を行っていくにあたり、情報を「吟味」

する活動を重視して行っていくことにした。
そうすることで、｢2 年生に地区の宝物を伝え
る｣という「課題」に沿って、調べてきた内容
をそのまま伝えるのではなく、相手に伝える
べき必要な情報が盛り込まれている発表がで
きるようになると考えた。 

④子どもにつけたいスキル 

（表 1 スキル表 1-(3)、4-(3)） 

子どもたちが、収集した情報の中から、必
要な情報を取捨選択したり、優先順位をつけ
たりしながら、伝えたい情報をまとめていく
ことができるようにする。 

⑤本時の学習内容 

 伝える相手を考え、集めた情報をグループ
で取捨選択する。 

 本時の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 単元構成イメージ図 

小学校 3 年生 『総合的な学習の時
間』 若草地区の宝物を探そう 
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⑥授業の様子 

 収集前にも「吟味」を 
 本単元では、｢2 年生に伝える｣という明確
な「課題」をもっ
て、調べ学習に取
り組んだ。まず、
校外に出る前に、
自分が調べたいこ
とを付箋に書き、
少人数のグループで、付箋を整理（図 10）し
て、調べたことの取捨選択をすることにした。 

子どもたちからは、｢これはインターネット
で調べられるよ｣｢こんなことを調べても意味
ないんじゃない｣｢これを調べたら時間がなく
なるよ｣などの声が聞かれた。調べたいことを
厳選してから、実際に校外へ行くことで、短
い時間でも、調べる視点を明確にして活動に
取り組むことができた。情報を「収集」する
際にも「吟味」という活動を入れることはと
ても有効であった。 

グループで納得の「吟味」 
実際に校外に出て見学して得た情報も付箋

に書くことにした。調べたことの中から「2

年生に一番伝えたいこと」をグループで話し
合い、調べたことに
優先順位をつけてい
くことにした。 

本時は、調べたこ
とを書いた付箋を模
造紙に貼ったので、
模造紙をタブレットで写真に撮り、マーキン
グ機能を使いながら、テレビに映し、優先順
位の付け方を示した（図 11）。 

また、優先順位をつけ
たカテゴリーの中の付箋
については、一枚一枚、
2 年生に伝えるのに本当
に有効か、また正しい情
報なのかよく考えられる
ように、付箋を画用紙で

作成したワークシート（図 12）に貼り替える
作業を加え、話し合いを行うようにした。付
箋を貼り替える際に、子どもたちから、｢この
付箋はどうする？｣「これは 2 年生に言わな
くていいんじゃない」「こっちの方が伝えた
いな」「施設に来る人数が違うんじゃない」
などの声が聞かれ、付箋を貼り替える作業を
通して、収集した情報を一つ一つ考えて、グル
ープで納得して取捨選択をすることができた。 

「吟味」を経て 
吟味した情報を元に、発表の準備を行った。

発表の準備の際にも、2 年生に伝えたいこと
が発表の中に入っているか画用紙のワークシ
ートや模造紙の付箋を確かめながら行う子ど
もが多くなった。また、学習発表会では、子
どもたちが短い発表時間の中で、要点を絞っ
て発表している姿が印象に残った。 

⑦成果と課題 

課題をもち、調べて、表現をするという学
習活動は多くの教科で行っているが、様々な
情報を検討しないまま、学習を進めてきた子
どもたちの状況がみられた。そのため本単元
では、情報を「吟味」する活動を意図して取
り入れ、学習を進めることにした。そして、
子どもたちにとって、馴染みのないであろう
「吟味」活動自体を理解しやすくするため、
付箋を使った作業を加え、情報の取捨選択を
手軽に出来るよう配慮した。 

その成果として、学習発表会での台本に
は、自分たちが調べ、伝えたい情報が「自
分の言葉」で盛り込まれていた。学習の深ま
りを感じるとともに、付箋を貼り替えるという
作業により、視覚的に一つの事柄に集中する手
立てとしても有効であったことがわかった。 

 以上のことから、グループという集団で「吟
味」することを加えた活動により、「収集」
した情報について、自分なりの考えを再構築
できるということがわかった。そして、「調
べたことを 2 年生に伝える」という「表現」
がより充実したものになったと思われる。 

図 10 グループでの「吟味」 

図 11 「課題」に沿った「吟味」

図 12 ワークシート 
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（4）「表現」 

表現とは、知り得た情報を整理し場面や状
況などに応じた適切な方法で言葉や文字、図
などに表すことである。教科で学ぶ情報伝達
の方法や ICT 機器の活用方法などを整理し、
繰り返し実践することで表現する力が身につ
くと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業実践 

  

 

 

②題材目標 
エネルギー変換に関する基礎的・基本的な

知識を理解し、エネルギー変換に関する技術
が社会や環境に果たす役割と影響について考
える。 
③授業設定の理由 

生徒数・学級数が多い学校において、一人
が校内でコンピュータを使用できる時間数は
少なく、プレゼンテーションのための資料作
成の経験が少なくなりがちである。そのため、
限られた時間の中で、ソフトウェアを活用し
たプレゼンテーションスキルを身につけさせ
る必要がある。 

そこで本題材では、発電に関する技術につ
いて、プレゼンテーション用ソフトを用いて、
全員に自分の資料を作成する活動を取り入れ、
スキルの向上を図ることにした。限られた時
間の中で資料を作成できるようにするため、
スライドの大まかな順序を示したデータを全
員に配布した。そのデータを基に、子どもた
ち一人ひとりが資料を作成することを通して、

プレゼンテーションの流れを把握し、発表で
きるようにした。 

また、その発表会を通して、他者から知り
得た情報を基に、新たな問題に気づくことで、
自分の考えについて振り返っていけるように
した。話し手が、作成資料をもとにした自分
の考えを述べるだけでなく、聞き手にとって
も、他者の発表を聞いて、自分の意見を再考
できるようにしていきたい。 
④子どもにつけたいスキル 

（表 1スキル表 5-(4),8-(4)） 
知り得た情報をわかりやすく伝えるため、

内容を整理した資料をもとに自分の言葉で発
表できるようにする。 
⑤本時の学習内容 

これまでの学習で知り得た情報をもとに、
グループ発表を行い、その情報を聞き手にわ
かりやすく伝える。 

本時の流れ 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

中学校 2 年生 『技術・家庭科』 

  エネルギー変換に関する技術 

図 13 題材構成イメージ図 
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⑥授業の様子 
「コンピュータ」に慣れるために 

授業の初めに、コンピュータの使用方法と
発表の仕方について説明し、大まかな発表の
流れを元データとして配布した。そのため、
コンピュータが苦手と感じている子どもでも、
資料を作るなかで便利さや簡単さに気づくこ
とができ、わかりやすい資料を作成（図 14）
することができた。 

  
 

「表現」する話し手と「吟味」する聞き手 
次に、3 分間の発表練習を行った。それま

でに作成したレポートと資料を用いて、実際
の発表を意識して行わせた。話す速さや話し
方の工夫などを意識する様子がみられた。そ
のため、本時ではさらに資料の見やすさやス
ライド提示の順序に重点をおき、より聞き手
を意識するように指導を行った。 

また、聞き手にはワークシートを用いて、
プラスの特徴や
マイナスの特徴、
どちらとも言え
ない特徴を記入
するようにした。
そのため聞き手
は、聞いた情報
を自分なりの価
値で整理し記入
することで、こ
れまでの学習を
生かし、様々な
発電技術に関す
る情報を自分の
調べた事項に照らし合わせ、再考することが
できた。 

⑦成果と課題 

本題材では、プレゼンテーション用ソフト
ウェアを用いた活動を通して、情報活用能力
の向上を図ってきた。限られた時間の中で、
ソフトウェアを活用するため、コンピュータ
の使用を繰り返し行った資料の作成を通して、
コンピュータの操作に慣れない子どもたちも
含め全員が、適切に操作しながら発表を行う
ことができた。 

子どもたちは、そのソフトウェアを用いて
自分で資料を作成することで、集めた情報が
多岐に渡っても、自分の考えをまとめていく
ことができるようになってきた。また、資料
を基にプレゼンテーションすることを通して、
他者から聞いた情報により、自分の考えを再
構築することにも繋がった。ある子どもは、
プレゼンテーション資料に「太陽光発電を、
火力発電などにより作られたエネルギーと共
に使っていき将来的には今よりもっと増やし
ていきたいと思う」と書いていたが、ワーク
シートには「太陽光発電は、発電量が不安定
で変換効率も低いため、他の発電と合わせて
使用して発電のマイナス面を減らし、日本全
体の発電量を補わなければならない」との記
述に変わった。今後の発電の技術の活用方法
について、何を行うべきかについて、これま
で以上に学習内容を深めることができたと考
える。 

本題材を通して、「収集」した情報から、
レポートやプレゼンテーション資料を作成し、
自分の「課題」についてきちんと把握してお
くことで、他者の「表現」から、改めて自分
の「課題」について「吟味」することができ
たと言える。 

今後は、発表時の話し方や図、グラフ、キ
ャッチフレーズなどについて、自分なりの表
現ができるように意識させるなど、相手を意
識した「表現」のスキルを高め、自分の意見
をみんなで話し合い、考えをさらに深めてい
けるようにしていきたいと考える。 

図 14 作成したプレゼンテーション用資料 

図 15 ワークシート 
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7.研究の成果と課題 
 本研究では、子どもたちに情報活用能力を
育んでいくため、情報活用の実践力に着目し
た。情報活用の実践力の中には、様々な能力
が記載されている。本研究では、その力を「収
集」、「吟味」、「表現」、それに「課題」
を加えた 4 過程として、詳細に分析し、授業
実践を通して考察してきた。 

「課題」をつくることの重要性 

 手に入れた情報を適切に活用するための、
情報活用の実践力の向上には、子どもたちが
解決の見通しがもてるような「課題」をつく
ることで、その後の取り組みに様々な変容を
もたらすことが各授業実践より明らかとなっ
た。一例として、課題をつくるための情報の
「収集」と課題を決めた後での情報の「収集」
とでは、集めた情報の量に差が生まれた。「課
題」を意識した情報収集が、その後の活動に
も繋がっていくことがわかった。「課題」を
つくることが、問題の解決を図っていく上で
重要な役割を担っているだけでなく、情報活
用能力を育むうえでも、不可欠なものである
と考える。 
集団で「吟味」する大切さ 
 本研究の 4 過程は、各過程が独立して存在
することはなく、各過程が関わり合って、学
びが深まっていく。特に「吟味」については、
どの過程の学習においても行われていること
が、本研究の授業実践より明らかとなった。
「課題」づくりでは、子どもたちの疑問や願
いから、何を明らかにしたいのか、様々な見
方や考え方に
触れる「吟味」
が、また「収
集」の際は、
子どもたちに
とって必要な
情報かどうか
を判断してい
くための「吟味」、さらに「表現」では、他

者のアドバイスを聞いて、自分の考えを「吟
味」するという、様々な時間が生まれてきた。 

 以上のことから、自分の考えを持ち、「課
題」に沿った話し合いを通して、様々な考え
方に触れ、自分の考えを深めていくことこそ
が「吟味」であり、それが協働的な学びへと
繋がるものだろうと考える。 

研究活動の限界～これから 
経済協力開発機構（OECD）は、これから

の「知識基盤社会」の時代を担う子どもたち
に必要な能力を「主要能力（キーコンピテン
シー）」として定義付け、その中には「知識
や情報を活用する能力」も含まれている。子
どもたちが情報をどう活用していくかについ
て、「情報活用ハンドブック」を教師が参照
しながら授業づくりを行い、子どもたちが授
業で活用し、各過程の能力を高めていくこと
で、情報活用能力という「主要能力」を育ん
でいくことができると考える。 

情報活用ハンドブックは、市内の多くの教
師が活用を図っていきやすいように何度も議
論を重ね、作成してきた。この「情報」を全
市的に広めていくためには、多くの教師に活
用が図れるような研修や様々な機会での報告、
発表が必要であると考える。2年間の研究を
終え、これからは、情報活用ハンドブックの
活用を含め、子どもたちに「情報活用能力」
を育んでいける環境づくりに取り組んでいき
たい。 
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1) 文部科学省「教育の情報化ビジョン」2011 

2) 文部科学省「情報活用能力 WG 検討のまとめ」2011 

3) 相模原市立総合学習センター「情報活用の実践力を育 

む」（『さがみはら教育 154 号』）2012 

4)  文部科学省「中央教育審議会答申」2008  

最後に本研究の実施にあたり、相模原市立
若草小学校教諭梶原みゆき先生には、お忙し
いにもかかわらず、授業実践・報告書作成に
ご協力いただき、心より感謝いたします。 

図 16 付箋を用いた「吟味」
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2015.1 β版 

 

・本ハンドブックは、子どもたちの問題解決的な学習をサポート
し、情報活用能力を高めていくためのものです。 

 

・ハンドブック内容、校正、使い方などの訂正を加え、6 月には
完成版を出す予定です。 

 

※ご使用後のご意見・ご感想を学習情報班まで（e-ネット SAGAMI

メールにて）お待ちしております。 

 

総合学習センター 学習情報班 ℡ 042-754-2577 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・調べた後はどうすればいいの？

・どれが大事かわからないよ。

・いっぱいあって困っちゃった。
 

・どうやって伝えるの？

・わかりやすく伝えたいな。

・聞いてもらうにはどうしたらいいの？
 

そんな時は、「吟味」のペー

ジを見るといいよ！
 

そんな時は、「表現」のペー

ジを見るといいよ！
 

「課題」、「収集」、「吟味」、「表現」の
４つを使って、問題を解決していこう！
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハンドブックを

使ってみよう

・何を調べたらよいかわからないよ。

・どう調べたらよいかわからないよ。
 

・何をしたらいいの？

・調べたいことがわからないよ。
 

そんな時は、「課題」のペー

ジを見るといいよ！
 

そんな時は、「収集」のペー

ジを見るといいよ！
 

 

 
 
 
 
 

構想の意図
課題や目的に応じた情報を収集し、その情報を吟味し、受け手に合

わせた表現を経験させることで、情報活用の実践力を育成する。課題
↔収集↔吟味↔表現、そしてまた新たな課題へと、この過程を繰り返
し経験させることが、情報活用能力の育成につながる。

課題 

収集 

表現 

子どもの
問題 疑問 願い

繰繰
りり
返返
しし
経経
験験

情報活用能力の育成へ

吟味 

願いや疑問、諸問題
に対して、子どもが
自ら解決したいと
いう意思を伴って
設定されたもの

課題に応じて適切
な情報を集めるた
めの方法を選択し、
必要な情報を集め
ること

知り得た情報を整
理し場面や状況な
どに応じた適切な
方法で言葉や文字、
図などに表すこと

収集した情報を､分
析・整理したものに
ついて、課題と照ら
し合わせながら検
討すること

資料１
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  課題 収集 吟味 
 
 
 
 
 
 
小 
学 
校 

 
 
１

年 

１－（１

○「あっ！」「あれ？」をみつけよう

・「あっ！」ときづいたことをかこう。

・｢あれ ｣とふしぎに思ったことをかこう。

１－(２) 
○かんけいのあることをあつめよう 
・観察しよう。 
・体験しよう。

１－(３) 
○収集した情報を分類し、比べる 
・あつめたことをわけたり、くらべた

り してみよう。 
教師と ワークシート カード かんさつカード、ワークシート・絵 X チャ－ト、情報カード

 
 
２

年 

２－ １

○知りたいことを決めよう

・はっけんしたことをカードに書こう。

・にているもの同士なかま分けをしよう。

２－(２) 
〇えらんで、くわしくしらべよう 
・デジタルカメラで撮影しよう。 
・ホ－ムページなどで情報を集めよう。 

２－(３) 
○収集した情報を分類し、比べる 
・あつめたことを分けたり、くらべた

り してみよう。 
教師と グループ 法 カード デジタルカメラ・パンフレット・ＨＰ ベン図、グループによる話し合い

 
 
３

年 

３－(１) 
○みんなの意見からか題をつくろう 
・テ－マに沿って意見を出しあおう。 
・出た意見をもとに、疑問を出そう。

３－(２) 
○集めたじょうほうをくらべてみよう 
・インタビュ－で情報を集めよう。 
・ファイルに情報を集積しよう。

３－(３) 
○情報をグラフで整理する 
・調べたことをグラフにしてみよう。 

[教師と] グループ ウェビング ファイリング 棒グラフ、アンケ－ト調査

 
 
４

年 

４－(１) 
○調べたことからか題をつくろう 
・調べたことをグラフに表そう。 
・グラフを見て気づいたことを出そう。 

４－(２) 
○情報収集の適切な方法を選ぼう 
・アンケ－トを作ってみよう。 
・インタ－ネットを活用してみよう。

４－(３) 
○順序づけをする 
・何から発表するか順番を決めよう。 

[個人で] グループ 棒・折れ線グラフ アンケ－ト(自作)・インタ－ネット 順序づけ(ナンバリング)、話し合い

 
 
５

年 

５－(１) 
○課題を整理しよう 
・課題こうほをカードに書こう。 
・目的や条件に沿って順位を付けよう。

５－(２) 
○自分にとって必要な情報を集めよう 
・同じテ－マで多方面から情報を集め

よう 
・情報の信憑性を確認しよう。 

５－(３) 
○マトリックスを活用して話し合う 
・複数あることがらを、表を使ってく

らべてみよう。 

[個人で] グループ カード 序列化 図書館・新聞・インタ－ネット・映像 マトリックス、ホワイトボード、グループディスカッション

 
 
６

年 

６－(１) 
○課題解決の見通しをもとう 
・課題に対する予想・仮説をたてよう。 
・確かメールための方法を考えよう。

６－(２) 
〇課題に応じて必要な情報をまとめよ

う

・資料から情報を読み取ろう。

・編集を考えて情報を整理しよう。

６－(３) 
○座標軸を活用して整理分析する 
・集めたことを項目ごとに整理して、

比べてみよう。 

[個人で] グループ ワークシート ・統計資料 座標軸

 
 
 
 
中

学

校 

 
 
１

年 

７－(１) 
○自分の力で課題をつくろう 
・学習テーマにそって情報を集めよう。 
・集めた情報を整理して課題をもとう。 

７－(２) 
○必要な情報を整理し、共有しよう 
・ＰＣフォルダ・カードに整理しよう。 
・種類ごとに整理し、共有しよう。 

７－(３) 
○ウェビングと順序づけで整理分析す

る 
・アイディアを分類・関連づけしてみ

よう。 
[個人で] ウェビング KJ 法 序列

化

コンピュータフォルダ(情報蓄積用) ウェビング、順序づけ(ナンバリング)

 
 
２

年 

８－(１) 
○活動内容に合わせて課題をつくろう 
・事前調査をしよう。 
・調査結果を整理して課題をつくろう。

８－(２) 
○様々なメディアから情報を選ぼう 
・様々なメディアから関連する情報を

取捨選択し、複数見つけ出そう。

８－(３) 
○SWOT 分析を活用して、自分の適性

を知る 
・職場体験学習に向けて自分の適性を

知ろう。 
[個人で] KJ 法 序列化 メディア SWOT 分析

 
 
３

年 

９－(１) 
○身近な問題から課題をつくろう 
・問題を発見し、原因を調べよう。 
・解決のための具体的取り組みを考え

よう。

９－(２) 
○課題に応じて適切な情報収集の方法

を選択し、必要な情報をまとめよう  
・内容を明確に表すための情報を集め

よう。 
・標本調査をしよう。

９－(３) 
○見通しを持って課題解決学習をする 
・フローチャートを利用して、学習プ

ランを立てよう。 

[個人で]ウェビング 座標軸 法序列化 調査資料 フローチャート

 
 

情報活用標準スキル表

 
 
 
 
 

標準

スキル
課題のテーマ ページ

1－(1) 「あっ！」 「あれ？」 を みつけよう！  

2－(1) 「しりたいこと、やってみたいこと」を決めよう！  

3－(1) 調べる「か題」を決めよう！   

4－(1) さらにくわしく調べるための「か題」を決めよう  

5－(1) 課題を整理しよう  

6－(1) 課題解決の見通しをもとう  

7－(1) 自分で課題を設定しよう  

8－(1) 活動の内容に合わせて課題を設定しよう  

9－(1) 問題解決をしよう  

→標準スキル表へ 
 
 
 
 

課題のページ

 
 

表現 ICT 活用(コンピュータ) 
１－(４) 
○絵や短い文にする 
・わかったことや考えたことを絵や作文に

しよう。 

・マウスを使ってアイコンを選択する。

・ソフトウェアを起動、終了する。

・書画カメラを使用して見せたいものを大きく写す。

作文 絵 日記 

２－(４) 
○写真を撮って紹介する 
・デジタルカメラを活用して紹介しよう。 
・紹介するときの順番を決めて発表しよう。 

・キーボードを使用して文字を入力する。

・検索エンジンにキーワードを入力する。

・デジタルカメラで撮影する。

・デジタルカメラで撮影したデータを大型テレビに入力する。

観察記録 デジタルカメラ 大型ＴＶ

３－(４) 
○資料を見やすく工夫する 
・コンピュータを使って資料をつくろう。 
・ＩＣＴ機器を利用して発表しよう。 

・様々な文字や記号を入力する

・自分の名前などをローマ字入力する。

・文書処理ソフトや表計算ソフトなどの、ソフトウェアを使用する。

・作成したファイルを保存、印刷する。

表 グラフ

４－(４) 
○表やグラフを使って表す 
・表やグラフを発表資料にしよう。 
・表計算ソフトを使ってみよう。 

・短い文章 字程度 を入力する。

・デジタルカメラで撮影したデータをＰＣに保存する。

・フォルダにデータをコピー、保存する。

・表計算ソフトを利用し、情報を表にまとメール。

表計算ソフト 

５－(４) 
○プレゼンテーションをしよう 
・聞き手に伝える内容を整理しよう。 
・プレゼンテーション用ｿﾌﾄを使ってみよ

う。 
 

・ 分間に 字程度の文章を入力する。

・目的に応じたソフトウェアを選択する。

・プレゼンテーションソフトを使用して発表する。

・作成したファイルを記憶媒体に保存する。

プレゼンテーション用ｿﾌﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ

６－(４) 
○友だちの発表を聞いてみよう 相互評価

・発表の仕方を評価し合おう。

・発表方法を考えよう。

 

・ 分間に 字程度の文章を入力する。

・ソフトウェアを利用し、写真や図、表などを複合した資料を作成する。

・電子メールを送信する。

評価カード パネルディスカッション

７－(４) 
○聞き手にわかりやすいプレゼンにしよう 
・印象深く伝える方法を考えよう。 
・伝える内容を整理しよう。 

・ 分間に 字程度の文章を入力する。

・場面や状況などに合わせて機器を選択する。

・文字や音声、静止画、動画などを、ディジタル化する。

・ＩＤやパスワード、フィルタリング、ウイルスチェック、情報の暗号化などの、

情報セキュリティ確保のための設定をする。

・フォルダを作成しファイルの種類や内容に応じて整理、保存する。若あゆでの体験学習の発表

８－ ４

○発表内容の順番を工夫しよう

・発表する内容の順序を考えよう。

・発表練習を行い、修正しよう。

 

・画像や映像を適切なファイル形式に変換する。

・写真やイラストの解像度を用途に合わせて変更する。

・文書や画像、映像などを複合して表現、発信する。

・保存先の階層構造を意識し、ファイルを分類して保存する。

校外学習、職業体験の発表

９－(４) 
○プレゼンテーション力を高めよう 
・課題解決に向けて見通しを持とう。 
・表現した内容から、新たな価値や課題を見つ

けよう。

・ 分間に 字程度の文章を入力する。

・文書や画像、映像などを効果的に複合して表現、発信する。

・情報の管理効率やセキュリティを考え、ファイルを圧縮して管理する。

・情報処理の手順を考え、簡単なプログラムを作成する。

修学旅行の発表

 
 

活用標準スキル表

 

「あっ！」 「あれ？」 を みつけよう！（ ねんせい）

「あっ！」と はっけん したことは ありますか？ 
「あれ？」と ふしぎに おもったことは ありますか？ 
 

みなさんは こくごの べんきょうで おもったことを かきました。 ともだちや

せんせいに はなしました。きょうは おもったことを かいて ともだちや せんせ

いに おはなし しましょう。 

 
・ありが えさを はこんでいたよ。 
・ちょうが はなに とまっていたよ。 

「あっ！」

 

どこに えさを はこぶのかな？ 
はなで なにを しているのかな？ 

 

「あれ？」 

「あれ？」や「あっ！」を みんなで しらべましょう。

 

・ありは えさを どこに はこぶか みにいくよ。 
・ちょうは はなの みつを すっていると おもうよ。 
すうところを みてみたいな。 

ぼくは わたしは こんなことを しらべるよ。

あ

－ 78 －



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「しりたいこと、やってみたいこと」を決めよう！（ 年生）
こくごでは、おもったことをカードに書いたり、やってみたいことを友だちとはなしあ

ってきめたりします。きょうはまちたんけんをして、もっとしりたいとおもったことを

みんなできめてみましょう。 

町たんけんをして、はっけんしたことや、しり

たいことをカードにたくさん書いてみましょう。 
 

はいたつはたいへんそう。 
ゆうびんやさんは道にまよわないの

かな。 

交番におまわりさんがいた。 

友だちも、にていること

を書いてる！ 
にているカードはいっし

ょにしよう。 
 

友だちとはなしあって、もっとしりたいことをきめましょう。 
 

書いたものが多

くて、まようなぁ。 

にているものど
うしでなかまわけ
すると、きめやす
いね！ 

おまわりさんってどんなしごとかな。 

いろいろなパンがうっていた。 

どうやって作るのかな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さらにくわしく調べるための「か題」を決めよう（４年生）
２，３年生の算数で、グラフから考えたり、調べたことをグラフにまとめたりしました。4 年生の

国語や社会科では、いろいろな調査活動もします。「ゴミのゆくえ」を例に気になったことや、ぎ問

に思ったことをさらにくわしく調べるために、調べたことをグラフにまとめて考えてみましょう。  

調べたことを「ぼうグラフ」や「おれ線グラフ」に表してみましょう。 

ぼうグラフは 3 年生で勉強したね。 
数を比べるには「ぼうグラフ」！ 
変わり方を見るには「おれ線グラフ」がいいね！  

 
ぼうグラフで 

一番ゴミが多い曜日は… 
一番ゴミが少ない曜日は… 

 
おれ線グラフで 

増えたのに減っているのは… 
あまり変わっていないのは… 

気づいたこと 
 
ぼうグラフで 
どうしてゴミがこんなに多く

なっているのかな。 
 
おれ線グラフで 

ゴミがだんだんへっているの

は何か原因があるのかな。 

そうですね！グラフを見て気づいたことや、ぎ問に思ったこと

は何ですか？みんなと話し合って「か題」を決めましょう。 

 
・なぜ○○が一番多いか調べる。 ・○○がへった原因を調べる。 
 

調べたいこと（か題）

どうして一番

多いのかな？ 
なぜ急に増え

ているのかな？ 
理由を予想し

てみましょう。 

市内のゴミが急に増えた

のは家でゴミが増えたから

かな。家の人にゴミのすて

方を聞いてみます！ 
理由を考えると調べる 

方法がわかってくるね！ 

ぎ問に思ったこと

は 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調べる「か題」を決めよう！（ 年生）
みなさんは、2 年生の時に、国語のべんきょうで言葉と言葉をつないだり、かんけいのある言

葉や思いついたことを出し合ったりしてきましたね。今日は社会科で学習する「わたしたちのま

ちはどんなまち」を例に、調べたいこと（か題）を決めてみましょう。 

神社とお寺ってちがいはあるのかな？ 
駅では何人の人が利用しているんだろう。 
道路には何台くらい車が走っているのかな？ 

グループの友だちと、ゴミについて思いつくこ

とを出し合って、つないでみましょう。下のよう

な出し方を「ウェビングマップ」と言うよ。 
 

 

人がたくさんい

たね 
神社がある 

言葉をつないでいくと「ぎ問」が出てき

たね。この「ぎ問」を調べる時の「か題」

にして、調べてみよう！！ 

何台車が走って

いるのかな？ 

わたしたち
のまち 

大きな道路があ

るよ 

いつもはどう

かな？ 

お寺もある 

何人の人が利用

しているかな？ 

お祭りで行った

ことがある どこにあるかな？ 
いくつあるかな？ 

このほかにも、

もっとつながり

そうだね。 

駅前はお店も
あるね 

駅があるよ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題を整理しよう（５年生）
今まで、いろいろな教科で勉強したことを使って課題に取り組んできました。でも、調べることが

たくさん出てきて迷ったことはありませんか？国語の学習では、テーマに合わせて話し合ったり、考
えたりしましたね。今回は 5 年生で始まる委員会活動を例に、テーマに合わせてどの順番で取り組む
か考えてみましょう。 

課題こうほはそれぞれ何点になりましたか？ 
それぞれの点数も参考にしながら、1 位から３位
までの順位を付けてみましょう。 

３位 

２位 

 

１位 理由 

理由 

理由 

○グループやクラスで 
最終順位を決めよう。 

○学習の場合は調べる方法を考えよう。 
「収集」のページを参考に決めよう。 

 

○その課題は達成できそうですか？ ３ ２ １ 
○みんなのためになりますか？ ３ ２ １ 
○活動のテーマに合っていますか？ ３ ２ １ 

このように、順位を付けるため
のポイントを決めましょう。 

課題のこうほをカードに書き出しましょう。 

私はこんな理由
で一位にしたよ。 なるほど。理由がはっきり 

していた方が考えやすいね。 

－ 78 － － 79 －



 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料を見たり体験をしたりして、疑問に思ったことや不思議に思

ったこと、こうしたいと願ったことなどから、課題をもちましょう。 

 
例 総合的な学習の時間「すみよいまちづくり」等 

「子どもやお年寄りがすみよい町にしよう」 

課題 

課題に対して予想を立てましょう。 

 
例 「誰でもすみよい町って、こんな町じゃないかな。」

「今の町のこんなところを、このようによくしたら

すみよい町になるんじゃないかな。」

予想 

予想を確かめるためにはどのような方法で調べたらよいですか。

「収集」のページを見て、どんな方法で調べるか決めましょう。 

 
例 「まず、町のみんながどう思っているか調べよう。「収集」

のページには、人に調査をするための方法がのっている
ね。この方法なら町の人の生の声が聞けそうだ。インタ
ビューシートを用意して、一週間くらいかけて聞いてみ
よう。」 

方法 

１，その方法で予想が確かめられそうですか？ 
２，準備するものがありますか？ 
３，調べる期間はどれくらい必要ですか？ 

課題解決の見通しをもとう（６年生）
みなさんは５年生までの学習で、課題のもちかたや、調べ方について学習してきました。理科では

結果を予想して、実験方法を考えて学習を進めていると思います。今回は課題に対して、自分なりの

考えを持ったり、調べた結果どうなるかを予想したりしながら追究してみましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動の内容に合わせて課題を設定しよう（中学２年生）
中学校生活では、いろいろな行事や活動がありますね。いままで何となく行事や活動に参加してい

たことはありませんか？一つひとつの活動にしっかりと目的をもって取り組むと、多くの学びがあり

ます。ここでは、活動の内容に合わせて課題を設定する力を身につけましょう。 

その活動はどんな活動ですか？まずは、活動の内容について知るため

に、事前調査をしましょう。その活動で「こんなことをしてみたい。」「こ

んなことを学びたい。」などの願いが、課題につながります。 

 
 
活動の内容 

 
活動の内容に合わせて、事前
に調査をしましょう。 
→「収集（○－２）」の 
ページを参考にしましょう。 

事前調査 

 
事前調査で感じた疑問や、
わかったこと、確かめたい
ことなどをまとめて課題を
つくりましょう。 

学習の課題 

 
活動を通して感じたことや、新たに発見したこと、学ん
だことなどをまとめて、次の課題をもちましょう。 

学習のふり返り 

一つの課題を解決して
終わりではなく、学習を
ふり返ることで、また新
しい課題が見つかると思
います。そうすることで、
活動をさらに深めること
ができますね。 

調査結果を整理す
ると、課題を考えやす
くなるね。 

 
調査結果を整理して、どの
ような特徴があるか考えま
しょう。 
→「吟味（○－３）」 

調査結果の整理

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分で課題を設定しよう（中学１年生）

みなさんは小学校で、課題づくりの方法について学んできましたね。中学校では身に

つけた方法を活用して、自分で課題を設定し、追究しましょう。 

中学校の学習では、自分で課題を設定して学習することが多くな

ります。小学校で学んだ方法をふり返り、課題を設定する力を身に

つけましょう。 

 
 
学習のテーマ 

 
「収集(○－２)」のページを参考
に、どのような方法で情報収集を
行うか考えましょう。 

情報収集の方法  
学習のテーマに合わせて、
どのような情報が欲しいの
か考えましょう。 

何を知りたいのか 

 
「吟味○－３」のページを
参考に、集めた情報を整理
しましょう。 

情報の整理 

○ほしい情報が収集できましたか？ 
 

☆できた→課題をもちましょう。 
 

△できなかった 
→もう一度収集の方法を検討し

て、情報収集をしましょう。 

 
「課題（２～５－①）」を参考に課題の候補を整理し、 
課題をもちましょう。 

課題をもつ 

→課題表紙へ →標準スキル表へ 

 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日常生活や学習をする中で、「こんなふうにしたい。」「こんなふうになり

たい。」「何とかしたい。」など、いろいろな思いや願いが出てくると思いま

す。社会に出たときに、そのような思いや願いの中から問題を発見し、課題

を設定する力が身についているといいですね。 
 
 

 
課題（○－１）や吟味（○－３）を参考に、問題を明ら
かにしましょう。 

問題の発見 

 
「収集（○－２）」のペー
ジを参考に、問題の原因を
調査しましょう。 
 

原因の調査 
 
調査結果をもとに、問題解決
のための具体的取り組みを
いくつか考えましょう。 

具体的な取り組み 

 
「課題５－①」を参考に具体
的取り組みを整理し、取り組
む順番を決めましょう。 
 

課題の設定 

 
「問題を解決することができたカードうか」の視点で取り
組みをふり返りましょう。取り組みについてしっかりと分
析することで、もっとよい方法を生み出すことができま
す。 

取り組みのふり返り 

問題を解決するための
具体的な取り組み（目標）
を課題と言います。今回
の経験を参考に、これか
らも課題を設定する力を 
磨きましょう。 

問題解決をしよう（中学３年生）
みなさんはこれまで、学習テーマに沿って課題を設定したり、目的に合わせて課題を設定した

りしてきました。ここでは、自分自身で問題を発見し、課題を設定する力を身につけましょう。 
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→標準スキル表へ 

標準

スキル
課題のテーマ ページ

1－(2) 「かんけいのあること」を
たくさん あつめよう！

 

2－(2) いくつかのことを えらんで

くわしく しらべてみよう！ 
 

3－(2) あつめた じょうほうを くらべてみよう！  

4－(2) 「知りたいこと」をじょうずにあつめよう！  

5－(2) 自分にとって必要な情報を集めよう！  

6－(2) 課題や目的に応じて必要な情報を集めよう！  

7－(2) 
課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう① 
 

8－(2) 
課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう② 
 

9－(2) 課題や目的に応じて適切な方法を選択して、
必要な情報をまとめよう③ 

 

収集のページ

 
 
 
 
 

さつえいの じゅんじょ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

いくつかのことを えらんで くわしく しらべてみよう（２年生）

！たくさんあつめるすぎると、ほんとうに 大切な ことが わからなくなります。 
じぶんが 知りたいことを くわしく しらべる ほうほうを しょうかい します。 

パンフレットや ガイドマップを あつめよう

行った場しょに もち帰ってもいい「パンフレット」や
「ガイドマップ」があったら、もらっておこう。しゃしん
やせつめいが 書いてあるよ！

①何をとるかきめる  
 

②さつえいする

グループで『さつえいカード』
を作って、さつえいしたもの
を チェックしながら すす
めよう。

人をさつえいするときは、か
ならずさいしょに 
『とってもよいですか？』と
聞きましょう。

やってみよう！『ズームきのう』
ズームきのうをつかうと、遠くのも
のや小さいものを大きくとったりで
きるよ。 

パソコン・タブレットをつかって、ホームページを 見てみよう

ホームページには、しゃしんや せつめいが たくさん のっているものが あり

ます。

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「かんけいのあること」を たくさん あつめよう！（１ねんせい）

みなさんは なにかを みつけたときに、「もっとしりたいな」と おもったことは ありません

か？ そんな「もっとしりたい」を さがす ほうほうを しょうかいします。 

みて みよう

・どんな かたちを しているかな。

・おおきさは？いろは？

さわって みよう

・どんな さわりごこちかな。

（チクチク、ザラザラ、ふわふわ）

きいて みよう

・みみを あてて きこう。

・みみを すまして きこう。

かいで みよう

・はなの においを かごう。

・かぜの においを かごう。

きづいたこと、わかったことが

あったら『きろく』を 
しておくと いいね。 

 

かんさつカードに かこう

・こころで かんじた ことを かこう。

・なんでも えに かいて みよう。 

ちずに あらわそう

・どこで はっけんしたのかが

わかります。

しゃしんを とろう

・きょうしつに もどって くわしく しらべ

る ときや、くさばなが かれて しまっ

た ときに やくだちます。

・えに かいて みよう。 

・はっけんした たいせつな

ものを いれよう。

 
  

 
 

※「ちくせき」とは、たくわえること 
 
 
 
 
 
 

ファイル写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チェックリストを使って、じゅんびをすすめましょう。 
【インタビュー前のチェックリスト】

チェック項目 チェックらん 

①何を知るためにしつ問するのか、せつ明することができる。  

②インタビューメモを作り、しつ問する内ようをせい理している。  

③しつ問者、記録者、(写真さつえい)などの役わりを決めている  

④記録用紙、カメラなどの取材道具のじゅんびができている  

⑤先生におねがいして、ほう問先にれんらくをしてもらっている。  

⑥ほう問先インタビューのよやくをとってある。  

⑦ほう問する相手の名前が言える。  

⑧ほう問する相手に質問する内ようを伝えてある。  

⑨ほう問先の行き方やひ用をかくにんしてある  

☆インタビューが終わったら、きちんと「おれい」を言いましょう。 
 

あつめた じょうほうを くらべてみよう！（３年生）

みなさんが集めたじょうほうは『大切なもの』です。 
じょうずにせいりして、必要なじょうほうを取り出せる方法をしょうかいします。 

集めたじょうほうにタ

イトルや見出しをつけ

ると、かんたんに取り

出しやすいよ！ 

じょうほうを「集めた順」に並べよう

日付や番号をつけておくと、わかりやすいです。

（○月○日、Ｎｏ １など）

「種類」や「内容」ごとに整理しよう

内容をもう一度見直すことやふり返りにもつながります。
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アンケート作成のじゅんび

↑ 

テーマ すいみん時間について 

「だれに」 調査しますか？ クラスのみんな(３３人) 

「何を」聞きたいですか？ 
※質問をあまり多くしないこと！ 

①ねた時間は何時ですか。 

②おきた時間は何時ですか。 

③ 

④ 

⑤ 

※できるだけ、いくつかの中から選ぶ「選たく式」の質問にして、

特にくわしく聞きたいことだけを考えを書いてもらう「記述式」にしよう。 

アンケートを回収しよう ２つの方法があります

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「知りたいこと」をじょうずにあつめよう！（４年生）

どの方法で情報収集するのかは、「何を知りたいのか」をはっきりしておくことが大切です。 
その「知りたいこと」がじょうずに集まる方法を紹介します。 

学習リンク集「さがみはらスタディメイト」

調べたいことがらに関係するジャンルを選んでクリック

しよう。

インターネットには、たくさんの
情報がのっています。何を調べる
のかはっきりしていないと、大量
の情報を集めるだけになってしま
います。 
 

キーワードを使って調べてみよう

検さくエンジンは、調べたいことがらをキーワードで

入力して探し出すことができます。

四角の空らんにキーワードになる言葉を入力しま

す。

「 （ヤフージャパン）」 「 （グーグ

ル」 「 （グー）」が代表的な検さくエンジンです。

質問の方法や質問する

相手によって結果が違

ってくるので、しっかり

と計画を立てよう！ 

相手に直接質問してその場で回収する

数は限られてしまいますが、直接受け取る

ので、相手の反応がよくわかります。

 

アンケート用紙を配って回収箱に入れてもらう

全部集まらないこともありますが、たくさんの人

に配ることができます。

 

 
つづきを 作ってみよう！ 

 
 
 
参考にする本などを集めたら、じっくり読み込むことが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読み物写真 グラフ写真 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
調べ学習では、情報収集の後、まとめたり伝えたりする活動が 
多くあります。 

そのため、計画を立てて情報収集することが大切になります。 
【例：相模原の特産品を作ろう！】 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

課題や目的に応じて必要な情報を集めよう！（６年生）

集めた情報は、その後の活動によって使い方が変わってきます。 
活動の流れを考えながら必要な情報を集めてみましょう。 

読み物資料  

コピーをとって、気づいたことをどんどん書き

込みましょう。 
○タイトルの確認 
○大切だと思う言葉や数字に印をつける 
○分からない言葉は、色分けしておく 
○気づいたことや調べたことは書き込む

グラフ資料

「何」を表していて、「いつ」「誰が」作った資

料をもとにしたものなのかに注意しましょう。 
○タイトル・出典の確認 
○単位や目盛りの確認 
○気づいたことや調べたことは書き込む 
○他の資料と比べる

相手や目的に応じて、集

めた情報を分類したり、

分析したりして、必要な情

報を取捨選択することを

「編集する」といいます。

自分の考えと 
「同じところ（共通点）」

「違うところ（相違点）」 
を明らかにしよう。

 

課題の把握

相模原の特産品

を作ろう 

時間の見通し

授業は何時間あ

るのかな 

まとめ、発表のイメージを

持つ

どのようにまとめるのか 
新聞・レポート・ポスター 
誰に何を伝えるのか 
クラスのみんなに 
商店街のみなさんに 情報を集める方法を選択する

地域のみなさんにアンケートをとろ

う 
お店に何があるのか調査しにいこう 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インターネット上の情報のみを信じることは大変危険なことです！！

インターネットでは、作者のわからないサイトが数多く存在します。書いた人が見えないサイトの情報は、

誰に責任があるのかわかりません。 
本でもインターネットでも書いてあることがすべて正しいとは限りません。本・新聞・事典・辞書などの

複数の情報源にあたり、同じことが書いてあったら正しいと判断しましょう。 
大切なのは、書いた人・作った人がしっかりしている情報を読み込むことです。 
 
 

 

自分にとって必要な情報を集めよう！（５年生）
４年生までに、情報の集め方を学習してきました。５年生では、目的や必要に応じて情報を聞き分

けながら、自分が本当に必要な情報を集めていきましょう。 

①調べるための準備をしよう

「現在知っていること」と「これから知りたいこと」を整理しましょう。

④必要な情報を選ぶ

「だれに」「何を」伝えたいかを考え、まとめた表から情報を選ぶ。

「知っていること」も本当
に確かな情報なのか、
調べる必要があります。

【情報の整理の仕方】
・表にまとめる
・付箋紙に書いてから
仲間ごとにまとめる

・カードに書いてから
仲間ごとにまとめる

・ワークシートに書いてか
ら仲間ごとにまとめる

③集めた情報を整理する

集めた情報を表にして整理すると、「どの情報が必要か」

「どの情報がいらないか」について考えやすくなります。

 

②情報を集めに出かけよう

「だれに」「何を」伝えたいのか、目的や必要に応じた情報収集をしましょう。

読んで調べる 事実（本・インターネット・子ども新聞などから集める）

人に聞く みんなの考え（インタビュー・アンケートなどから集める）

自分で確かめる 体験（自分が読んで楽しかったことを整理する）

インタビューを行うと
きは、インタビュー
原こうを作りましょ
う。また、インタビュ
ーをしたことは、メモ
に残しましょう。

チェックしてみよう！ 

書籍：本の一番後ろに奥付がある 著者名、発行者名、発行書名、出版年月日 

インターネット：作者名、会社名、団体名、更新年月日 

 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう①（中学１年生）
これまでは、集めた情報を整理して蓄積してきました。自分が集めたたくさんの情報は、他の人に

とっても必要な情報です。ここでは、情報を共有しながら整理していきましょう。 

１．下調べをしよう  

調べること 調べたこと 調べた方法

「若あゆ」ってどんな所？

何のために行くのだろう？

（目的）

「 （体験１）」

に必要な物

「 （体験１）」

の方法

「 （体験２）」

に必要な物

「 （体験２）」

の方法

２．気づいたことをメモしよう  

○五感を使って感じたこと
見る、触る、嗅ぐ、聞く

○実際に体験してみての感想
体験前に考えていたこととどう違うか

○周りの様子
先生・他の生徒の様子、場所

☆しおりやハンドブックを上手

に使おう！（関係のあるページ

に書き込むなど） 

☆色分けをしてメモすると、後で

振り返りやすくなるよ！カラーペ

ンや付箋を活用しよう。 
（例：青＝実際にやったこと、 

赤＝感想 など） 

３．情報を整理しよう

①どんな種類や内容に分けて整理するか決める。
例：日にちごと、体験ごと など

②整理しよう。
カードを利用して、ファイルに保存
コンピュータに、データとして保存

作成したデータは、共有できる

ようにしましょう。 

コンピュータで情報を管理す

ると、コンピュータ内のソフト

を使って、編集・加工する事が

できます。 

体験活動につい

て情報収集をし

てみましょう
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課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう②（中学２年生）
情報収集で使うメディアには、それぞれの特性があります。それぞれのメディアのよさを生かして、

使い分けながら、活動に関する情報を選んでいきましょう。 
 

１．下調べをしよう  

調べること 調べたこと・考えたこと 調べた方法

自分が目指す職業は何？

自分が目指す職業は、どんな

ことをするの？

何のために職場体験に

行くのだろう？（目的）

体験先の住所

体験先の

体験先の

体験先に聞きたいことは？
→インタビュー

原稿作成

２．気づいたことをメモしよう  

○五感を使って感じたこと ○実際に体験してみての感想

見る、触る、嗅ぐ、聞く 体験前に考えていたこととどう違うか

うまくいったこと、難しかったこと

○周りの様子

体験先の方・お客さん・他の生徒の様子、

場所

○インタビューをして分かったこと

３．情報を整理しよう

①どんな種類や内容に分けて整理するか決める。 ②整理しよう。

例：日にちごと、体験ごと など カードを利用して、ファイルに保存

コンピュータに、データとして保存

☆個人情報に注意！ 
不特定多数の人が集まる場所では、名前や住

所などの「個人情報」が関係ない人に知られ

てしまうことがあります。反対に他人の個人

情報を知ることもあります。悪用されない（し

ない）ように注意しましょう。 
（写真も個人情報です！） 

職場体験について情報

収集をしてみましょう

【メディアの種類】 
○情報を受け取るだけのもの 

テレビ 新聞 書籍 
○自分からも情報を伝えることができるもの 

電話 携帯電話 インターネット  
ファクシミリ 電子メール 

 

 
 
 

標準

スキル
課題のテーマ ページ

1－(3) あつめたことを わけたり、

くらべたり してみよう①
 

2－(3) あつめたことを 分けたり、

くらべたり してみよう② 
 

3－(3) 調べた ことを グラフに してみよう  

4－(3) 何から発表するか 順番を決めよう  

5－(3) マトリックス表を使って モノをくらべてみよう  

6－(3) 集めたことを分けて、比べてみよう  

7－(3) アイディアを分類・関連づけしてみよう  

8－(3) 職場体験学習に向けて自分の適正を知ろう  

9－(3) フローチャートを利用して、
学習プランを立てよう

 

→標準スキル表へ 
 
 

吟味のページ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

→収集表紙へ →標準スキル表へ 

課題や目的に応じて適切な方法を選択して、

必要な情報をまとめよう③（中学３年生）
体験学習の前には、下調べが必要です。調べたことと、実際に体験したことを比較することが、ま

とめにつながります。 

１．下調べをしよう  

調べること 調べたこと・考えたこと 調べた方法

行き先は？

「（行き先）」はどんな所？

何のために行くのだろう？

（目的）

どのようにして行く？

（手段）

「体験①」に必要なもの

「体験①」の方法

体験先で知りたいことは？
→インタビュー

原稿作成

２．気づいたことをメモしよう  

○五感を使って感じたこと ○実際に体験してみての感想

見る、触る、嗅ぐ、聞く 体験前に考えていたこととどう違うか

うまくいったこと、難しかったこと

○周りの様子

体験先の方・お客さん・他の生徒の様子、 ○相模原市（神奈川県）との違い

場所

○標本調査をしてみよう

３．情報を整理しよう

①どんな種類や内容に分けて整理するか決める。 ②整理しよう。

例：日にちごと、体験ごと など カードを利用して、ファイルに保存

コンピュータに、データとして保存

メモをする量が多かったら、デジタル

カメラをうまく使おう。ただし、写真

を撮るときには、許可を取ることを忘

れずに！ 

修学旅行につい

て情報収集をし

てみましょう

標本調査とは 
標本とは調べたい物の全部を測定することができない場合

に，その物から観測のために少数を抽出し、標本をつくる

ものです。標本を用いて調べたいことの性質を推定するこ

とができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【これはどこに入るかな？】 
 
 
 
 
 

【問題のこたえ】 
黒い点がある：とくちょう 

キャベツ：えさは？ 

あつめた ことを わけたり、くらべたり してみよう（１ねんせい）

１ねんせいでは、せいかつかで、どうぶつや くさばなを しらべる がくしゅうを していますね。

こんなときに、あつめた ものを いくつかに わけたり、くらべたり すると わかりやすく なりま

すよね。そのやりかたを しょうかいします。

 

あつめた ものを X チャートを

つかって ４つに わけると 集め

たことが わかりやすく なるね。 

キャベツ 

えさは？

そだてかた

とくちょう

すんでいる

ところは？

はなのみつ 

はっぱ 

はっぱのうら 

大きさ約３ｃｍ 

白い 

黒い点がある 

キャベツをあげる 

ふんのそうじ 

手順 
①X の線をひきます 
②４つの場所のテーマ

を決めます 
③集めたものを４つの

場所に分けます 
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【もんだいのこたえ】 
鳴く虫 

あつめた ことを 分けたり、くらべたり してみよう（２年生）

２年生では、生活科で、動物や 草花を しらべる 学習を していますね。こんな時に、あつめ

た ものを いくつかに わけたり、くらべたり すると わかりやすく なりますよね。そのやり方

を 紹介します。

 

あつめた ものを ベン図を 使

って わけると 同じなかま や

ちがうなかまが わかりやすく

なるね。 

秋の虫 夏の虫

？

ここには何が入るかな？ 

手順 
①重なる円を２つ描き

ます 
②それぞれの円に共通

する言葉を決めます 
③集めたものを円に入

れます 

 
 
 
 
 
 
 

【宮沢賢治についてしらべてみよう！】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分が何を一番伝えたいのかを考えて 
順序づけしよう！ 

 
 
 
 

【やってみよう！】自分の学校を紹介するとしたら… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何から発表するか 順番を決めよう（４年生）
４年生では、「順序づけ」という方法を 学習していきましょう。 集めたり、調べたりした内容をす

べて発表しようとすると、人にうまく伝わらないときがあります。発表した順番を決めると、わかり

やすい発表になります。そのやり方を紹介します。

 

順序づけすることで 発表する

必要のない ものが あること

に 気づくことができるね。 

岩手県生まれ 

おとなしい性格 

１８９６年生まれ 

石を観察するのが好き 

注文の多い料理店 

農学校の先生になる 

銀河鉄道の夜 

１位 
銀河鉄道の夜 

２位 
岩手県生まれ 

３位 
おとなしい性格 

４位 
注文の多い料理店 

１位 
岩手県生まれ 

２位 
石の観察が好き 

３位 
銀河鉄道の夜 

４位 
注文の多い料理店 

１位 
 

２位 
 

３位 
 

先生について 

歴史について 

校舎について 

人気の授業について 

校長先生について 

かおりさん ひろきさん 

 
 
 
 
 
 
 

ケンくんは、好きな色について調べました。 

クラス３４人に好きな色でカードをぬってもらいました。 
 

色 枚数(枚) 

紫 2 

ピンク 4 

緑 5 

黄 9 

青 7 

赤 7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

棒グラフを使うと… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調べた ことを グラフに してみよう（３年生）
あつめた ものを わかりやすく まとめると 相手に伝えるときに わかりやすくなります。 ３

年生では、算数の授業で、棒グラフを 学習を していますね。 棒グラフを活用した まとめ方

を 紹介します。

 
 

棒グラフにすると、一目でわかりやす

くなるね。大きな紙に書いて、発表す

るのもいいですね。 

 

これでは何色が何

枚あるかわかりづ

らいね。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【昼休みの遊びについて考えてみよう！】 

 縄跳び ドッヂボール 鬼ごっこ お絵かき 
危険度 △ ○ ○ × 

道具の有無 ○ ○ × × 
少人数 △ △ ○ ◎ 
大人数 △ ○ ◎ × 

かかる時間 ○ △ ○ ○ 
 
 
 
 
 
 

【やってみよう！】清掃場所で活用できる掃除用具は？ 

 教室 廊下 トイレ 水場 
雑巾     

ほうき     
ブラシ     

スポンジ     
 

マトリックス表を使って モノをくらべてみよう（５年生）
５年生では、複数の候補を複数の視点で評価し、比較するためのマトリックス表を活用して、

話し合いができるようになりましょう。話し合いの中で決まらないときがありますよね。そんなと

き、視点を決めて○、△、×で評価をすると、話し合いが深まり、決まりやすくなります

よ。 

 

○、△、×で書かれているので、

見やすいね。この結果をもとに何

をして遊ぶか決められるね。 

内容 
視点 

内容 
視点 

手順 
①表を描きます 
②たてに「視点」、よこに「内容」を入れます 
③みんなで話し合って評価します 

評価 
◎３点 
○２点 
△１点 
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eco な移動手段を考えよう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【やってみよう！】昼休みの遊びを考えよう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集めたことを分けて、比べてみよう（６年生）
６年生では、対象を「たて」の視点と「よこ」の視点から分析し、整理する手法である「座標じく」を

活用していきましょう。ともだちが 出してくれたアイディアを 座標じくを使って２つの

見方で考えていくと話し合いが深まるよ。

 
 

ともだちの意見が、

一目瞭然になるね。 

多い

二酸化炭素量が少ない

不

便
便

利

自転車 

バイク 

徒歩 

自動車 

電気自動車 

新幹線 電車 

時間がかからない

時間がかかる

少

人

数

大

人

数

おにごっこ 

お絵かき 

ドッヂボール 

手順 
①たてじくと横じくの線を引きます 
②たてと横で対照となるテーマを決めます 
③カードに書いたアイディアを貼ります 

 
 
 
 
 
 
 
  

【自分の強み】 
Strength 

【自分にできそうなこと・がんばれること】

Opportunity 
・あいさつができる  
・人付き合いが好き 
 

・お客さん相手がすすんでできる 
・笑顔でお客さんに対応できる 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

【自分の弱み】 
Weakness 

【克服すべき課題】 
Threat 

・プレッシャーに弱い  
・計画的に取り組む事が苦手 

・緊張してしまい、指示されたことがきちんとでき

るか不安 
・手際よく仕事を行えるか不安 
 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

【やってみよう！】表の下に自分のことを記入してみよう！ 
 
 
 
 
 
 
 

職場体験学習に向けて自分の適性を知ろう（中学２年生）
２年生では、職場体験学習に向けて、どんな仕事が自分にあっているのかを考える必要がありますね。事前

学習として、SWOT（スウォット）分析を利用して自分の適性を知りましょう。それをふまえて、体

験学習を行い、振り返りをすることで、新たな発見ができます。 分析をつかって、自分の適性を

知ったうえで、体験にのぞみましょう。

 
 

客観的に自分を見つめ直し、自分のこ

とをよく知ることができるね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【やってみよう！】テーマを決めて中心に入れて、ウェビングしてみよう！ 
中心に考えを広げたいキーワードを入れ、発想を広げましょう。次に、関連するものを線でむ

すびましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アイディアを分類・関連づけしてみよう（中学１年生）
中学１年生では、総合的な学習の時間や社会科、校外学習で「課題」を決めたりするとき、ウェ

ビングを用いて、発想を広げながら情報を整理し、分類してみましょう。

 
 

出したアイディアの関連性を考えるとすっ

きりしますね。さらに順序づけもできるね。 

若あゆ 
ペットボトルロケット 

パラシュ

ート 
ロケット 

ペットボ

トル 

飛距離 

JAXA 

水の量 

角度 多め 

炭酸飲料 

作り方 

種類 

水の量 羽根の形 
枚数 

お茶など 

たたみ方 

 
 

テーマ例 
・若あゆ 
・福祉学習 
・平和 

手順 
①中心に考えを

広げたいテーマ

を入れます 
②どんどん発想

を広げます 
③関連するもの

を線で結びます 
 

→吟味表紙へ →標準スキル表へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フローチャートを利用して、学習プランを立てよう（中学３年生）
中学３年生では、課題解決学習をするとき、自分でどうやって学習を進めるかを考えますね。そ

こで、フローチャートを利用して、学習の見通しを持ちましょう。自分が今どの部分の活動を行っ

ているかを確認でき、便利です。自分で学習を進めていきましょう。

 

ゴールを見通

して計画を立

てると、すべき

ことが明確に

なるね。 

⑦わかりやすくまとめる 

⑥体験活動をする 

⑧発表する 

⑨学んだことを今後の生活に生かす 

⑤事前学習をする 

④事前学習プランを立てる 

③テーマ設定の理由を考える 

②個人テーマを設定する 

①興味をもった中から課題を見つけ

る 
あなたの個人テーマ 

あなたのテーマ設定の理由 

体験講座名

何を調べるか（どんな資料を集めるか）

□

□

□

□

どこで：

いつまでに：

どうやって： 
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標準

スキル
課題のテーマ ページ

1－(4) え や さくぶん にしよう！  

2－(4) しゃしん を とって しょうかい しよう！  

3－(4) わかりやすい発表にしよう！  

4－(4) 表やグラフで ひと目でわかるようにしよう！   

5－(4) プレゼンテーションをしよう！  

6－(4) 友だちの発表を聞いてみよう！  

7－(4) 聞きやすい話し方、
わかりやすい見せ方をしよう！ 

 

8－(4) だれでもできる プレゼン資料を作ろう！  

9－(4) 表現の場面を探してみよう！  

→標準スキル表へ 
 
 
 
 
 
 
 
 

表現のページ

 

１ デジタルカメラで しゃしんを とってみよう。

理科のかんさつ 図こうの作ひん 体育のうごき

２ しゃしんを 見せて しょうかいしよう。

見せたい しゃしん 話す ないよう

３ しょうかいを するときの じゅんばん

しゃしん を とって しょうかい しよう！ （２年生）

（１）どんなことを 話すのか だいめい をはっきりつたえよう

（２）考えたことの せつめい をしよう

（３）聞く人が 終わり だとわかるように話そう

みんなに わかりやすく しょうかいするためには どうしたらいいだろう。

２年生では かんさつ記ろく や しょうかい文 を書いたりします。

わかりやすく しょうかいする方ほう を 考えましょう。

どんな しゃしんが
とれるかな？

１ どんな はっぴょう が わかりやすいかな？

２ はっぴょう のしかた

１ だいめい

わたしは を つくりました

２ ないよう

これは の とき に します

３ おもったこと かんがえたこと くふうしたこと

ここの を くふう しました

４ おわり と おれい

これで はっぴょう を おわります

きいてくれて ありがとうございました

はっぴょう するときに き をつけること

①おおきな こえ で

②ゆっくり と

③きいているひと を みて はなそう

しゃしん を みせる

 

え を みせるさくぶん を よむ

え や さくぶん にしよう！ （１ ねんせい）

かんがえた こと を え や ぶん にして はっぴょう しよう。

どんな はっぴょう が わかりやすいかな？

１ コンピュータのいろいろ

書画カメラ デジタルカメラ デジタルビデオカメラ

大型テレビ プロジェクタと大型スクリーン

２ どんな使い方ができるかな？

■デジタルカメラ

・持ち運べないものを見せたいとき

・小さなものを見せたいとき

・一瞬の動きを見せたいとき

■書画カメラ

・小さなものを見せたいとき

・形のあるものを見せたいとき

・細かい作業をみせたいとき

■デジタルビデオカメラ

・動きのあるものを見せたいとき

 

わかりやすい発表にしよう！ （３年生）

コンピュータを使って、わかりやすい発表にしよう。デジタルカメラと教室の大きなテ

レビをつなげると、写真やみじかいビデオ（動画）をかんたんにみんなに見せることがで

きます。３年生では、理科の生き物のかんさつにも使えるね！

「見せたい物」や「発表の場所」に合わせて、コンピュータの組み合わ

せを変えてみよう。小さなものや動きのあるものの様子を、教室で見せ

ながら発表をすることができます。

教室のテレビやプロジ

ェクタとつなげて発表

すると見やすいね！

こんなとき、どうしたら

見やすくなるかな？

①自然の生き物の様子を

見せたい

②星の動きを観察したい

③体育館で調べたことの

発表したい

－ 86 －



１ たくさんの数を整理したいときは表にしよう。

１組 ２組 ３組 合計

男子 １６人 １６人 １７人 ４９人

女子 １８人 １７人 １６人 ５１人

合計 ３４人 ３３人 ３３人 １００人

２ 数を比べるときはグラフにしよう。

ぼうグラフ 円グラフ 折れ線グラフ

３ どっちが見やすい？「表とグラフ」

 

表やグラフで ひと目でわかるようにしよう！ （４年生）

調べたことをみんなにわかりやすく伝えるために、表やグラフにしてまとめましょう。

算数の授業でやったように、アンケートなどの調査結果は、表やグラフにするとひと目で

わかりやすく伝えることができます。

こんなときは、どんなグラフだとわかりやすいかな？

・気温の変化

・栄養のバランス

・ドッチボール大会の結果

表は、数がはっきりわかります。グラフは、どれが一番大きいか、一目

でわかります。数を表したいときは「表」、大きさを表したいときは「グラ

フ」を使うと良いでしょう。

ばらばらになって

いる情報を整理す

るときや、発表する

ときに使えるね！

１ こんなプレゼンをしていませんか？

□ 本や資料をそのまま写して発表している □ 自分で理解できていないことを話している

□ すでにみんなが知っていることを話している □ 調べたことを全て話している

□ いつも模造紙で発表している

２ 友だちや先生に自分の発表の感想を聞いてみよう。 

ポイント 評価 わたしの感想 評価 の感想

声の大きさ

★メリハリのある声でよく聞こえた
    

話す速さ

★伝えたいことをゆっくり話していた
    

アイコンタクト・表情

★表情や目線を変えていた
    

資料の正確さ

★説得できる具体的な資料だった
    

資料の見やすさ

★ワクや矢印をつけて工夫していた
    

ニュースの独自性

★発表者しか知らない情報があった
    

〔 ◎：とてもよい ○：よい △：修正しよう 〕  

３ 自分のプレゼンをもっと良くするための方法や工夫をまとめてみよう

わかりやすい発表にするためには・・・

（１）伝えたい内容を整理し、ニュース性の高い情報を発信しよう

（２）場所や聞き手に合わせて、話し方や内容を変えられるようにしよう

（３）発表方法を工夫し、聞き手が一番わかりやすい方法を選ぼう

友だちの発表を聞いてみよう！（６年生）

もっと良い発表にするためには、友だちや先生に自分の発表を見てもらうことが大切で

す。お互いにチェックし合い、良いところや改善したほうがよいところを伝え合いましょ

う。練習を繰り返すことで自信もつきます！

自分の発表を振り返り、

チェックしてみよう！

１ わかりやすいプレゼンテーション資料をつくろう

３ プレゼンテーションのポイント

プレゼンテーションをしよう！ （５年生）

（１）考えを短い文にまとめよう

（２）聞いている人の様子を見て話そう

（３）自分の考えを話したあとは、聞いていた人に感想をきいてみよう

プレゼンテーションとは、調べたことや考えたことをわかりやすく伝えて、聞いている人から意

見や感想を聞く方法です。５年生では、デジタルカメラやコンピュータを使って、資料を集めまと

めました。それらの資料を、プレゼンテーションソフトを使ってわかりやすく発表してみましょう。

プレゼンテーションの時間は決まって
います。聞き手が「何でだろう？」「どうし
てだろう？」と思って、質問してくれると、
もっと詳しく話しをすることができます。

①題名

プレゼンテーションの始めに「誰が」

「何を」伝えたいのかが、はっきりわかる

と聞きやすいね！

画面を見ただけで、伝えたいことがわかると良いね！

②内容

・文字はタイトルやキーワードを中

心にする

・文字数は少なくする。

・文字の大きさや色は統一する

・図や写真、表、グラフを使う

・発表原稿を準備する

※アニメーションの設定など、表示の仕

方はこり過ぎないようにしましょう。

プレゼンテーションは、見ばえのいい

資料をつくるだけではないんだね！

 

１ 聞きやすい話し方

２ 資料の見せ方 目的にあった機器を使ってプレゼンテーションする

１ 実物が表示できる書画カメラ コピーできないものや立体、生きているものなどの表示に有効

２ 臨場感が伝わる動画ビデオ 見せたいところだけを編集し、変化や動きのある情報を伝えることができる。

３ 色彩豊かで動きのあるプレゼンテーションソフト 写真や絵、表、グラフなどをリンクして、発表者が使いやす

い、聞き手が見やすい資料にできる。

３ 聞き手の情報

あなたが伝えたい相手はどんな人ですか？

あなたのプレゼン内容を ①知っている人？ ②少し知っている人？ ③知らない人、あまり興味のない人？

 

（５）動きの工夫 
①発表位置を移動 ②支持棒 ③ジェスチャー

④アイコンタクト・表情 

（４）記憶に残るフレーズ

「Yes We Can！」 
「すべての情報が指先一つで・・・」 

（３）話し途中の工夫 
①例え話「これを料理に例えると…」 ②問いかける言葉「知っていましたか？」 
③聞き手の様子で内容を変化させる 「聞き手が質問に対して答えられないようなら簡単な内容に変える」

（２）話し始めの工夫

テーマに関係するクイズから始める 
「始めに簡単なクイズを出します！」など 

（１）間の取り方、話の速さ、声の大きさを調節する

大切なことは「間を取り」「ゆっくり」「大

きな声」で繰り返し伝えよう。 

聞きやすい話し方、わかりやすい見せ方をしよう！ （中学校１年生）

聞き手に「これだけはわかってほしい」ということは何だろう。また、そのためにどん

な発表にしたら良いのだろう。話し方や資料の見せ方を工夫して、より良いプレゼンテー

ションにしてみましょう。

聞き手が「どのくらいの情報を知っているか」や、「どのような情報が

ほしいか」を知ることで、聞き手に伝えたい内容を正確に、わかりやす

く伝えるための工夫をすることができます。
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１ １番伝えたいことは、１番に話しをする

プレゼンテーションの１番始めの内容は、発表者が１番伝えたい内容にします。それは、タイトルや

キャッチフレーズのような文字、図、写真であると良いでしょう。１番伝えたいことを早い段階で示す

と、聞き手が見通しを持って聞くことができます。また、資料を作るときにも、１番伝えたいことに対

して多面的に理由を付け加えていくことができるので資料の流れを簡単に作ることができます。

２ スライドの流れの例

①タイトル ②１番伝えたいこと ③目的と方法

④わかったこと１ ⑤わかったこと２ ③まとめと課題

 
 
 
 

３ 繰り返し練習しよう

まとめのタイトル 
・ 
・ 

 

わかったこと 
図・写真・文字 
絵や写真の説明 

※分かったこと② 

わかったこと 
図・写真・文字 
絵や写真の説明 

※分かったこと① 

調べた利用 調べ方 
図や写真 ① 

文字 ② 
③ 

１番伝えたいこと

図・写真・文字

簡単な説明・主張

 
タイトル 
写 真 

名前  

だれでもできる プレゼン資料を作ろう！（中学校２年生）

プレゼンテーション資料が完成したら発表練習をしましょう。

良い資料も、説明がぎこちないと聞き手に上手に伝えることはできません。また、練

習する中で、資料がさらに改善できるかもしれません。繰り返し練習しましょう。

中学２年生では、校外学習や職業体験で調べたことや体験したことを発表します。その

時、わかりやすい資料にするためにコンピュータを利用してプレゼンテーション資料をつ

くりましょう。写真や動画などを見せるとわかりやすいですね。

調べてわかったことは、発表時間や聞き手の様子

に合わせて調節しましょう。スライドごとに画面を

見ただけで、伝えたいことがわかると良いね！

調べたことからわかった課題を最

後にしっかり示しましょう。また、そ

の課題に対しての質問や意見はしっ

かりメモし、次に生かしましょう。
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→表現表紙へ →標準スキル表へ 

１ 表現の場面と表現方法

１ 課題づくりで表現活動する 思いや考えを広げ、課題としてまとメールことができる

ウェビングマップで表現 順位づけで表現

２ 収集・整理・分析した内容を表現する 課題解決への糸口がみつかる

Ｘチャートで表現 ベン図で表現 座標軸で表現

３ まとめた内容を表現する

表やグラフで表現 プレゼン資料で表現

２ 上手に表現できるようになると

表現の場面を探してみよう！（中学校３年生）

これまで様々な方法で、課題・収集・吟味・表現を繰り返し、自分の課題について深めてきました。

しかし、内容が難しくなるにつれ、課題について調査し考えることが難しくなりました。ここでは、

これまでに学習してきたことを活用し様々な場面で表現活動を行い、友だちからのアドバイスをヒン

トに、課題についてさらに深められるようにしていきましょう。

これらの思考ツールを上

手に活用して、それぞれの

場面で自分が考えたこと

を表現してみましょう！ 

（１）考えを広げたり、まとめたりすることができる

（２）自分の思いや考えの様子を伝えることができる

（３）自分の思いや考えと、他人の思いや考えを共有できる

新たな発見があるよ！
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